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御茶の水キリストの教会 

 

８月８日（月） 

そ れ 、 い る ？ 

聖書朗読 ルカ１８：１～８ 

目をさまして、感謝をもって、たゆみなく祈りなさい。 

コロサイ４：２ 

 

あなたも私と同じでしょうか。祈って、祈っているのに祈りが聞かれないように

思ってしまう。ついには、だんだん怒りが込み上げ、「時間の無駄。どうせ神様は祈り

を聞いてくれない。私のことを気にかけてなんかいない。神様に物事を変えることは

できないし、するつもりもない。神には誠実さも何もないし、私なんてどうでもいい

と思っているんだ。」または、不満を抱えながら、「私の祈りは十分でないとか、一生

懸命さがないから聞いてもらえないんだ」とか思うのです。 

真実はこうです。神様は聞かれています。私たちの祈りは神にとってはかぐわし

い香りなのです。神様が どれほど私たちを心配してくださり、愛しているかが本日の

聖書朗読のメッセージです。神様は私たち一人ひとりに私の国にそして世界の国々に

計画を持っておられます。私たちがなすべきことは、神様を信じ、義と聖と恵みを御

名のために神様を求め続けることです。神様の支配のものにあることを感謝いたしま

しょう。 

ですから、物事が思うように進まなくて失望していても、神様の方を見続けてくだ

さい。神様に信頼するのを諦めないでください。神様と神様のやり方を求め続けてく

ださい。神様の聖なるご存在が介入してくださるようにお願いしてください。神様と

神様との約束を信頼する心で持ち続けてください。神様にとってのタイミングで、神

様は動いてくださいます。最後には、神様は勝利し、私たちは失望しません。 

 

讃美歌 ２７０ 

祈 り 聖なる神様、貴方様のお名前に栄誉と栄光がもたらされるために見えないと

ころで動いてくださっていることを知っています。私を恵みで満たしてくだ

さっていることを私がはっきりと分かりますように。最後にあなたの勝利を

見ることができるようにあなたを信じ続けることのできるように、これから

もお導き下さい。 

イエス様の聖なるお名前でお祈りいたします。アーメン。 

 

バージ・A・ニーマン 

 

 

 

 

 



 

８月９日（火） 

記 念 と し て 行 い な さ い 

聖書朗読 ルカ２２：７～２３ 

この杯は、わたしの血による新しい契約です。飲むたびに、わたしを覚えて、これ

を行いなさい。                   １コリント１１：２５ 

 

あなたにとって、一番心に残っている思い出は何でしょうか。誕生会、結婚記念

日、結婚式、旅行などでしょうか。いい思い出もあるでしょうし、悪い思い出もある

でしょう。 

私が父を思い出すとき、父は冗談が好きだったということです。ある時、忘れっ

ぽい人の話をしてくれました。ある人が２階に行きました。でも、なぜ２階に行った

のかを忘れました。それで、１階に降りて行きました。今度は、なぜ１階に降りたの

かを忘れました。ここで困ったことが起こりました。それは、１階に行こうとしたの

か２階に行こうとしたのかを忘れてしまったというのです。そういう話でした。何と

私も同じ経験をしたことがあるとここに告白します。思い出は私たちの生活を豊かに

してくれます。 

ところで、私は教会でのある出来事がとても心に残っています。数年前、私の教

会では日曜日の主の食卓の時間になると照明を少し落としていました。その暗さはあ

る種の雰囲気を生み出し、礼拝堂は非常に静かになりました。その時のことは忘れる

ことができません。 

礼拝の中の主の食卓は、思い出す時間です。私たちは主の死を記念し、主の再臨

されることを待ち望みます。敬虔な気持ちで主が私にしてくださったことを思い出し、

神様への希望を持つ特別な時間です。 

 

愛しい主の食卓、それは何物にも代え難いもの 

あなたの私への驚くべき愛 

食卓に預かる時、イエス様は優しく囁く 

「記念のためにこれを行いなさい。」と 

ティレット・S・テッドリー 

 

讃美歌 １３６ 

祈 り 親愛なる神様。私たちのために払ってくださったあなた様の愛の犠牲を私た

ちが忘れないようにしてください。 

イエス様のお名前によってお祈りいたします。アーメン。 

 

キャサ・ウインサー 

 

 

 

８月１０日（水） 

批 判 を 祝 福 す る 

聖書朗読 ルカ２３：３２～４３ 

ののしられても、ののしり返さず、苦しめられても、おどすことをせず、正しくさ

ばかれる方にお任せになった。            １ペテロ ２：２３ 

 

批判をしてくださり、感謝します！そうなんです。時として、批判は必要なんで

す。私たちは間違ったことをしてしまうときもありますし、知らないうちに誰かの迷

惑になることをしているときもあります。ですから、批判は「気づき」の手段です。

ダビデ王でさえそれを知っていました。「誰が自分の過ちを悟ることができるでしょ

う。」（詩篇９：１２）ですから、ダビデは批判を喜んで受けとめました。「正しい者が、

愛情をもって私を打ち、私を戒めますように。」（詩篇１４１：５） 

もちろん中には助けにならない、意地悪で不親切で建設的でない批判もあります。

イエス様を思い出しましょう。イエス様はさげすまれました。「ナザレから何か良いも

のが出るだろうか。」（ヨハネ１：４６）また、軽んじられました。「あれは、ヨセフの

子で、われわれは、その父も母も知っている。」（ヨハネ６：４２） 

イエス様が十字架につけられていた時、「道を行く人々は、頭を振りながらイエス

をののしって」（マタイ２７：３９）と書いてあります。その時でさえ、イエス様は祈

りました。「父よ、彼らをお赦しください。」（ルカ２３：２４）意味がよくわかってい

ない批判とそれを受け止めたところに注目してください。正しくない理由であなたを

批判する人のために祈ってください。 

 

讃美歌 ５１５ 

祈 り 私たちの愛なる、赦しの父よ。私たちの罪を赦すためにあなたのひとり子を

送ってくださり、愛と赦しの見本を見せてくださってありがとうございます。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ビル・ジメネズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８月１１日（木） 

再  起  動 

聖書朗読 ヨハネ３：１～８ 

昔の人々に、「人を殺してはならない。人を殺す者は裁きを受けなければならない」            

と言われたのを、あなたがたは聞いています。しかし、わたしはあなたがたに言い

ます。                        マタイ５：２１ 

 

ニコデモは、成功者でした。ランクの高いパリサイ人であったニコデモはイエス

様の教えに困惑していました。ニコデモはイエス様の言動を目にしていましたので、

イエス様が神様から遣わされた方だと分かっていました。ニコデモが質問する前に、

イエス様は彼がどんな質問をするのかご存知でした。「ニコデモ、私の生きる人生を見

つけたいのなら、再スタートする必要があります。――もう一度生まれなければなり

ません。」ニコデモは自分が宗教的に成し遂げたこと、肉的なことに頼っていたのです。

神の国の生活は天からのものです。水と霊による誕生が合図になります。最近の言い

方をするなら、霊に導いていただきながら 今まで自慢に思っていた成功を捨てて、自

分の人生を「再起動」させる指令が送れたのです。 

ほとんどのイエス様の教えは、とても難しいものです。ですから、ニコデモのよ

うに困惑してしまいます。あなたの敵を愛しなさい、一番小さいものに仕えなさい、

隣人に対して悪を行ってはいけません、自分を制しなさい、誰のことも赦しなさい、

まだまだ続きます。この教えに沿って生きていますか。もし違うなら、「再起動」する

必要があります。新しくスタートさせるのです。 

神の王国の大きな喜びの一つは、新しいスタートは決心すればいつでもできると

いうことです。神の霊の助けによってこの世のプライドを捨て、神様の王国に預かる

自分たちの新しい誕生を受け入れることができますように。 

 

讃美歌 Ⅱ１６７ 

祈 り 親愛なる神様。自分が実際以上にできると思ってしまうことをゆるしてくだ

さい。毎日の生活のどんな時でも、イエス様の教えを学び、信じ、生きるこ

とができますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

アール・ラベンダー 

 

 

 

 

 

 

 

８月１２日（金） 

神 と 共 に あ る 生 活（ラ イ フ） ？ 

聖書朗読 ヨハネ３：１６ 

この方は、初めに神とともにおられた。  ヨハネ１：２ 

 

ヨハネ３章１６節は、新約聖書の中で一番人気のある箇所だと思います。 

「神は、実に、そのひとり子をおあたえになったほどに、世を愛された。それは御子

を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」（ヨ

ハネ３：１６）。大きな看板に書かれていたり、スポーツイベントの小さなポスターな

どにもよく書いてあります。神様の贖いについて書いてある箇所です。しかし、本当

のところはどんな意味なのでしょうか。 

神と共にいる生活とは？「生活、人生（ライフ）」を表すギリシャ語は一つではあ

りません。『ビオス』という言葉もあり、これは人間の肉的ないのち、すなわち「生命」

を表わしています。また、『プシュケ』という言葉もありますが、これは精神的または

内面的な心、魂、人間の思いというようなことを意味します。人間誰もが持っている

ものです。 

ヨハネの福音書の第１章では、ヨハネは最初の罪がこの世に入る前にアダムとエ

バが神とともに生きた生活を『ゾエーいのち＝主の望む生き方）』という言葉で表現し

ています。ヨハネは、イエスは『ゾエー（いのち＝主の望む生き方）』である、信じる

もの全てに『ゾエー（いのち＝主の望む生き方）』を与えると続けます。ローマ人への

手紙６章の中で、パウロはキリストに授かるバプテスマを受ける時の死と葬りと復活

を『ゾエー(いのち＝本物の生き方)』という同じ言葉で表現しました。ヨハネとパウ

ロは、アダムとエバが罪を犯す前に神と共に生きた人生である『ゾエー（いのち＝主

の望む生き方）』が、私たちにもキリストを通して与えられているのだと知って欲しか

ったのです。皆さん、これがイエス様がこの世にもたらしてくださった良き知らせ、

福音なのです。 

 

讃美歌 ２６２ 

祈 り 親愛なる神様。あなたと共にある人生を私たちにもたらしてくださったイエ

ス様をありがとうございます。良き知らせが、私たちから世界中にあふれ出

ていきますように。 

私たちの救い主イエス様のお名前を通してお祈りいたします。アーメン。 

 

スタン・カンニングハム 

 

 

 

 



 

８月１３日（土） 

確 か に 主 

聖書朗読 ヨハネ６：９～１５ 

ですから、イスラエルの全家は、このことをはっきりと知らなければなりません。

神が今や 主ともキリストともされたこのイエスを、あなたがたは 十字架につけた

のです。                       使徒２：３６ 

 

ヨハネの福音書６章でモーセの名前が出るのは３２節ですが、実は１節からモー

セのことはほのめかされています。イエス様は、過ぎ越しの祭りが間近な時期に山に

行かれた後、草のある場所で人々にパンを食べさせました。人々はイエス様を、「私の

ような一人の預言者をあなたのために起こされる」と申命記１８章１５から１８節で

言われていたことゆえに受け入れていました。そこまでは預言のとおりでした。しか

し、イエス様は、人々が自分たちの願いを叶えるために、イエス様をユダヤ人の王に

しようとするのが分かり退かれてしまいます。 

モーセのような預言者が現れると、人々は耳を傾け神に従います。人間は神に自

分の願いをかなえて欲しいと願う傾向があります。「イエス様、私たちの敵を打ち負か

してください。私たちの教えの正当性を立証してください。私たちの望む主になって

ください。」と願いました。しかし、イエス様は私が望むような主としてこの世に来ら

れたのではありません。ただ、「主」としてこの世にこられたのです。イエス様は神の

意思を実現するために来られました。気まぐれな人々の願いを叶えるためでも、気ま

ぐれな教会の願いを叶えるためでもありません。 

私たちは行きたい教会に行き、聞きたい説教者の説教を聞き、歌いたい讃美歌を

讃美したがる傾向があります。しかし、まずは、真の主であるイエス様をお迎えする

という心を持ちましょう。そして、喜んで主が送って下さった教会に行って主を礼拝

しましょう。 

 

讃美歌 Ⅱ１５９ 

祈 り アバ 父よ。私たちが必要な救い主であられる主を遣わしてくださり、ありが

とうございます。私たちが、主を自分で考えるような主にしないようにして

下さい。主の霊で満たされ、私たちの心が自分の望むことから神の望ことを

行なうようにして下さい。 

イエス様のお名前によってお祈りいたします。アーメン。 

 

ティム・ケリー 

 

 

 

 

 

８月１４日（日） 

あなた方は、私を誰だと言いますか 

聖書朗読 ヨハネ７：２５～３６ 

あなたは生ける神の子キリストです。       マタイ１６：１６ 

 

私の家族は、ジグゾーパズルが大好きでした。やるのは、千ピース以上のもので

した。一万ピースのパズルもやったことがあります。出来上がりの形は、丸であった

り四角であったり長四角でした。 

ルールが一つだけありました。箱も出来上がりの絵が描いてある紙もクローゼッ

トにしまい、誰もそれを見てはいけないというものです。その絵を見てしまったら失

格となり、パズルに参加できません。見本の絵がないので、一つのパズルピースをヒ

ントにしながら くっつけていかなければなりませんでした。 

さて、ヨハネの福音書７章のこの男の人は誰でしょう。まるで、先程話したパズ

ルのピースのように分かりづらいのです。エルサレムの人々はバラバラのピースから

その人が誰なのか知ろうとしました。彼の言うことはパズルのようでした。「私はその

方から出たのであり、その方が私を遣わされた。私は私を遣わされた方の元に行く。

私がいるところにあなた方は来ることはできない。」こういうヒントをどうやって合わ

せていけるでしょう。 

しかし、私たちには、大事なことは聖書によって知らされています。そのピース

を繋げつつ、しっかりと主に従っていくことが私たちの人生です。時には、隠れてい

るピースにより、間違いを犯してしまうかもしれません。しかし、私たちが主に近づ

けば近づくほど、主は私たちにはっきりとした道を示して下さいます。私たちは、こ

のお方を神の子と信じ、私たちの人生を１８０度変えてくださるお方にすべてを委ね

て歩んで行きたいものです。 

 

聖 歌 ３９２ 

祈 り 主よ。信じることは難しいことです。もっとあなたのようになれるように信

じさせてください。理解させてください。私たちは主を信じます。疑ってし

まう私たちを助けてください。 

イエス様のお名前によってお祈りいたします。アーメン。 

 

グレン・パンバートン 

 

 

 

 

 


